






 

小児糖尿病の臨床においては現在 Mauriac 症候群に見られるような極端な抵身長は極め

て少なくなったが,なお軽度の発育障害はしばしば見られている。我々は 18 歳以下で発症

した若年型糖尿病に対する全国実態調査票(男子632名,女子940名)について身長に関する

データを集計検討した。集計は昭和 51年から昭和 56 年までの 6年間に計測されたものに

限り,正常対照群としては昭和 54 年度の学校保健統計による全国平均値を用いた。一部の

年令については厚生省保健統計を用いた。同一年齢に於て 2度以上の身体計測が行われて

いる患児については計測年令,身長をそれぞれ平均して一計測値として処理を行った。 


